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総合防災訓練 心肺蘇生法訓練（10月30日）

「Proud!Japan」（プラウド！ジャパン）運動

この運動は、このロゴマークとともに、被災地
にエールを送り、復興の力にしてもらおうと
いう運動です。全国の広報担当者が先頭にた
ち、広めています。

財政健全化プログラムについて……………● 1 〜 2
市職員の給与・定員管理などの概要………● 3 〜 5
秋の叙勲／総務大臣表彰…………………● 6
選奨式／教育委員会表彰…………………● 7 〜 8
9 月定例市議会………………………………● 9 〜 10
いっしょに伸びよう高田っ子…………………● 14
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平
成
22
年
度
実
績
額
よ
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
全
般
の
効
果
額
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た

　

歳
入
で
は
、市
税
な
ど
の
徴
収
率
向
上
、市

有
財
産
の
売
却
な
ど
収
入
の
確
保
と
し
て
5

項
目
の
取
り
組
み
、歳
出
で
は
、29
項
目
の
事

務
事
業
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、3
年
合
計

で
、5
億
１
、６
０
０
万
円
の
財
政
効
果
額
を

【表1】財政効果額・集計表

取組項目 H22年度
（実績額）

H23年度
（見込額）

H24年度
（見込額） 合　計

（歳入）
1、市税収入の確保 △ 8 74 129 195

2、市有財産の売却・有効活用 10 30 30 70

3、保育料収入の確保 2 1 1 4

4、住宅使用料の確保 1 1 1 3

5、諸収入の確保 2 2 2 6

歳　入　合　計（A） 7 108 163 278

（歳出）
6、事務事業の見直し（29項目） 63 66 68 197

7、施設の統合・整理 13 14 14 41

歳　出　合　計（B） 76 80 82 238

歳入・歳出合計（A）＋（B） 83 188 245 516

※平成21年度決算額と比較しての効果（見込）額
（1・3・4は徴収率の向上による収入確保、5は広報誌等の広
告料収入、6は事業の見直しによる経常経費の削減）

目
標
と
し
ま
す
。さ
ら
に
は
、業
務
の
民
間
委

託
、公
共
施
設
の
統
合・
整
理
な
ど
、行
政
運

営
の
効
率
化
に
も
取
り
組
み
、強
固
な
行
財

政
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、各
年
度
の
決
算
が
確
定
し
次
第
見

直
し
を
行
い
、平
成
22
年
度
実
績
額
で
は
、８
、

　平成22 〜 24年度の3年合計で5億1,600万円の財政
効果額を目標とします。なお、各年度の決算額が確定し次
第、実績額の算定・見直しを行います。

（単位：百万円）

　

本
市
で
は
、平
成
22
年
度
か
ら
24
年

度
の
3
年
間
で
、一
般
会
計
の
累
積
赤
字

の
解
消
と
、経
常
収
支
比
率
の
良
化
を

目
標
に
、「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を

策
定
し
、平
成
22
年
度
よ
り
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
数
次
に
わ
た
り
、「
行

財
政
改
革
大
綱
」を
策
定
し
、財
政
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。平
成

18
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
4
年
間
で

は
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」の
実
行
に
よ

り
、一
般
会
計
単
年
度
で
の
収
支
均
衡
、

構
造
的
な
赤
字
体
質
か
ら
の
脱
却
を
図

り
ま
し
た
。引
き
続
き
、「
財
政
健
全
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
推
進
す
る
こ
と
で
、さ
ら

に
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

し
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」の
継
続
効
果

と
あ
わ
せ
て
、早
期
に一
般
会
計
の
黒
字

化
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の一
般
会
計
決
算
で
は
、

10
年
ぶ
り
に
約
2
億
円
の
実
質
収
支
が

黒
字
と
な
り
、財
政
構
造
の
弾
力
性
を

「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

３
０
０
万
円
の
財
政
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、国
保
、市
立
病
院
な
ど
の
特
別
会

計
に
つ
い
て
も
、収
入
の
確
保
を
図
り
、財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、具
体
的
な
取
組
項
目
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

示
す
経
常
収
支
比
率
に
お
い
て
も
、95・

２
％
と
前
年
度
よ
り
６
％
良
化
し
て
い

ま
す
。し
か
し
、地
方
自
治
体
の
決
算
と

な
る
普
通
会
計
や
、一
部
の
特
別
会
計
で

は
赤
字
が
続
い
て
お
り
、県
内
の
各
市
と

比
べ
て
も
、財
政
状
況
は
、ま
だ
下
位
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

今
後
も
、景
気
低
迷
等
の
影
響
に
よ

り
、市
税
な
ど
の
収
入
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
ま
す
が
、多
様
な
行
政
需
要
や
行
政

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、「
財
政
健
全
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
は
じ
め
と
す
る
行
財
政

改
革
を
推
進
し
、持
続
可
能
で
強
固
な
、

行
財
政
基
盤
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。
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取組項目 H22年度
（実績額）

H23年度
（見込額）

H24年度
（見込額）

国民健康保険税の徴収率向上
による効果額 24 24 22 

下水道水洗化率の向上による
効果額 3 6 8 

市立病院病床利用率の向上
による効果額（入院収益） 170 195 272 

【表1】（1ページ）以外の取組項目

　市税徴収率の向上により、収入の確保に努めます。平成
22年度徴収率は前年度より合計で1％向上し、今後も現年
度分の徴収率を引き上げ、91％以上をめざします。3年合
計では、1億9,500万円の効果額となります。

　一般会計の取り組み以外に、国保税の徴収率、下水道
の水洗化率、市立病院の病床利用率の向上など、特別会
計等の収入の確保を図ります。

H21年度
（実績）

H22年度
（実績）

H23年度
（見込）

H24年度
（見込）

現年度分徴収率 96.6% 97.4% 98.0% 98.0%

滞納分徴収率 17.6% 23.0% 22.0% 22.0%

徴収率合計 88.9% 89.9% 91.0% 91.8%

効果額 △ 8 74 129 

【表1】（1ページ）の主な取組項目
（単位：％、百万円）

【公共施設の統合・整理】

【人件費総額の抑制】
（集中改革プランにより継続している取組項目）

（単位：百万円）

【給食調理業務の民間委託】

（単位：百万円）

（単位：人）

（単位：百万円）

※参考
【市立病院を除く職員数の推移】※平成23年10月現在

　これまでの歳出削減の継続に加え、さらに29項目の事務
事業の見直しなどにより、3年合計で2億3,800万円の効
果額となります。

取組項目 H22年度
（実績額）

H23年度
（見込額）

H24年度
（見込額） 合　計

1.職員数の減少に伴う
　効果額 195 253 111 559 

2.職員給料・手当の削減 324 301 295 920 

3.特別職の報酬削減 13 13 13 39 

4.行政委員・審議会委員の
　報酬削減 2 2 2 6 

合　　　計 534 569 421 1,524 

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

4月1日
職員数

4月1日
職員数

退職者
数

採用者
数

4月1日
職員数

退職者数
（見込）

採用者数
（見込）

4月1日
職員数

（見込）

585 561 40 1 522 29 20 513

取組項目 H22年度
（実績額）

H23年度
（見込額）

H24年度
（見込額） 合計

（物件費の削減）
電算業務委託料の見直し
他19項目　　　　　（A）

56 56 58 170 

（補助費等の削減）
奈良県電子自治体協議会
負担金の見直し他5項目（B）

5 6 6 17 

（報酬の削減）
行政委員報酬等の見直し
他2項目　　　　　　  （C）

2 4 4 10 

（施設の統合・整理）
共同浴場運営補助の廃止

（D）
13 14 14 41 

歳出削減合計（見込）額
（A）+（B）+（C）+（D）

76 80 82 238 

H22年度 H23年度 H24年度 備　考

小学校
片塩小学校
菅原小学校

ー ー
≪平成19年度≫
 陵西・浮孔小学校

保育所 ー
北保育所
高田こども園

ー

≪平成17年度≫
 磐園保育所
≪平成18年度≫
 高田・天満保育所

H22年度 H23年度 H24年度 備　考

こども園への移
行による幼稚園・
保育所の統廃合

高田
こども園 ー 土庫

こども園

高田保育所・幼稚
園の統 合、土 庫
保育所・幼稚園と
北保育所の統合

共同浴場3か所 廃　止 ー ー 平成20年10月
土庫共同浴場廃止

　人件費の抑制として、職員給料は平成19年度より3％カッ
ト（医療職を除く）、職員手当についても支給停止や削減を
継続しており、特別職の報酬削減などを含めた3年合計で
は、15億2,400万円の効果額、また職員数も平成24年度
当初で513名（見込）、平成21年度より72名減となります。

【特別会計等の収入の確保】

　行財政改革の取り組みとして、「財政健全化プログラム」・「ＩＴ推進中期計画」・
「市立病院改革プラン」・「土地開発公社経営健全化計画」を推進し、全て
の計画の最終年度である、平成 24年度末の終了をめざします。
　市民皆さまの、ご理解とご協力をお願いします。

（歳出）【6. 事務事業の見直し（29項目）】

（歳入）【1. 市税収入の確保】

具体的な取り組み項目

〔改革推進局　内線 363〕

具体的な取り組み項目
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大
和
高
田
市
で
は
、市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
の
概
要
を
、毎
年
公
表
し
て
い
ま
す
。

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級 事務員・技術員 10人 3.6％

2級 主事 16人 5.7％

3級 主任 88人 31.3％

4級 係長・主査 63人 22.4％

5級 課長補佐 49人 17.4％

6級 次長・課長 45人 16.0％

7級 部長 10人 3.6％

計 281人 100％

大　和　高　田　市 国
（支給率）自己都合 勧奨・定年（支給率）自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.5 月分 30.55月分 勤続20年 23.5 月分 30.55月分
勤続25年 33.5 月分 41.34月分 勤続25年 33.5 月分 41.34月分
勤続35年 47.5 月分 59.28月分 勤続35年 47.5 月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分
1人当たり
平均支給額 1,298千円 26,240千円

その他の加算措置 その他の加算措置
定年前早期退職特別措置

（2％〜 20％加算）
定年前早期退職特別措置

（2％〜 20％加算）

大和高田市 国

平均年齢 46.5歳 42.3歳

平均給料月額 343,996円 327,205円

平均給与月額 402,811円 397,723円

大和高田市 国

大学卒 167,034 円 172,200 円

高校卒 140,165 円 140,100 円

経験年数 大学卒 高校卒

10 年 241,142円 −

15 年 294,838円 261,964円

20 年 318,548円 292,981円

 

● 

普
通
会
計
と
は
、一
般
会
計
に一
部
の
特
別
会
計
を
加
え
た
も
の
で
す
。（
国

民
健
康
保
険
事
業
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
、下
水
道
事
業
、介

護
保
険
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
と
、公
営
企
業
会
計
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

 

● 

一
般
行
政
職
と
は
、総
職
員
数
か
ら
教
育
職
、医
療
職
、福
祉
職
、技
能
労

務
職
、企
業
職
な
ど
を
除
い
た
も
の
で
す
。

 

● 

平
成
14
年
1
月
か
ら
当
分
の
間
、特
別
職
等
の
給
料
、一
般
職
の
管
理
職

手
当
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

 

● 

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
、期
末
手
当
を
市
長
は
50
％
、副
市

長
は
30
％
、教
育
長
は
20
％
減
額
し
て
い
ま
す
。

 

● 

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
、職
員（
医
療

職
を
除
く
）の
給
料
を
３
％
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

 

総
括

（1）
人
件
費
の
状
況

　
（
平
成
22
年
度
普
通
会
計
決
算
）

1

　

 

職
員
の
平
均
給
料
月
額
、

　

 

初
任
給
等
の
状
況

（1）
職
員（
一
般
行
政
職
）の
平
均
年

齢
、平
均
給
料
月
額
、平
均
給

与
月
額
の
状
況（
平
成
23
年
4

月
1
日
現
在
）

2

一
般
行
政
職
の
級
別
職
員

数
等
の
状
況

（
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
）

3

（2）
職
員（
一
般
行
政
職
）の
初
任
給
の

状
況（
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
）

（2）
退
職
手
当（
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
）

※
退
職
手
当
の
１
人
当
た
り
平
均
支

給
額
は
、平
成
22
年
度
に
退
職
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
た
平
均
額
で
す
。

※
経
験
年
数
と
は
、卒
業
後
直
ち
に

採
用
さ
れ
、引
き
続
き
勤
務
し
て
い

る
場
合
は
、採
用
後
の
年
数
を
い
い

ま
す
。

※
大
和
高
田
市
の
給
与
条
例
に
基
づ

く
給
料
表
の
級
区
分
に
よ
る
職
員

数
で
す
。

※
標
準
的
な
職
務
内
容
と
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
級
に
該
当
す
る
代
表
的
な
職

務
で
す
。

（3）
職
員（
一
般
行
政
職
）の
経
験
年

数
別
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額

の
状
況（
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
）

　

 

職
員
の
手
当
の
状
況

（1）
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

4

住民基本台帳人口
（平成23年3月31日）

70,063 人

歳出額（A） 23,632,936 千円

実質収支 △ 49,295 千円

人件費（B） 5,037,156 千円

人件費率  （Ｂ）／（Ａ） 21.4％

　　（参考） 
21年度の人件費率 21.8％

職員数（A） 454人

給
与
費

給料 1,861,078千円

職員手当 303,786千円

期末・勤勉手当 673,406千円

計（B） 2,838,270千円

1 人当たり
給与費（Ｂ）／（Ａ） 6,252千円

※
平
成
22
年
度
の
歳
出
額
に
対
す
る

人
件
費
の
割
合
で
す
。

※
人
件
費
に
は
特
別
職
に
支
給
さ
れ

る
給
料
、報
酬
等
を
含
み
ま
す
。

※
平
成
23
年
度
の
職
員
数
と
職
員
1
人

当
た
り
の
平
均
年
間
給
与
費
で
す
。

※
職
員
手
当
に
は
退
職
手
当
を
含
み

ま
せ
ん
。

（2）
職
員
給
与
費
の
状
況

　
（
平
成
23
年
度
普
通
会
計
予
算
）

大　和　高　田　市  国
1人当たり平均支給額

（平成22年度）1,350千円
（22年度支給割合） （22年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期 1.25月分 0.7月分 6月期 1.25月分 0.7月分
12月期 1.35月分 0.65月分 12月期 1.35月分 0.65月分

計 2.60月分 1.35月分 計 2.60月分 1.35月分
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
の
概
要
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支給実績
（平成22年度決算） 0円

支給対象職員１人当たり
平均支給年額 0円

支給対象地域 市内全域

支給率 0％

支給対象職員数 0人

国の制度（支給率） 6％

支給実績
（平成22年度決算） 358,813千円

支給対象職員１人当たり
平均支給年額 598,022 円

職員全体に占める
手当支給職員の割合 62.5％

手当の種類（手当数） 16種類

（3）
地
域
手
当（
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
）

（4）
特
殊
勤
務
手
当

　

 

（
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
）

22 年度

支給実績
（22年度決算） 130,766千円

支給職員1人当たり
平均支給年額 212千円

21年度

支給実績
（21年度決算） 116,948千円

支給職員1人当たり
平均支給年額 182千円

部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な
増
減
理
由　
（
各
年
4
月
1
日
現
在
）

6
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況　

 

（
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
）

5

※職員数は一般職に属する職員数です。
※【　　】内は、条例定数の合計です。

※給料・報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
※退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料

月額と支給率に基づき、1期（4年＝ 48月）勤めた場
合の退職手当の見込額です。

（5）
時
間
外
勤
務
手
当

（6）
そ
の
他
の
手
当

　

 

（
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
）

区   分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成22年度 平成23年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 5 5

総務 70 70

税務 29 27 △ 2 税務課減員

労働 0 0

農水 4 4

商工 4 4

土木 40 36 △4 土木管理課、建築住宅課等減員

民生 146 128 △18 保育所等減員

衛生 75 71 △4 環境整備課と企画総務課を
企画整備課に統廃合

計 373 345 △28
〈参考〉
人口1万人当たり職員数 49.24人

教育部門 117 111 △6 教育総務課等減員

小計 490 456 △34
〈参考〉
人口1万人当たり職員数 65.08 人

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病院 426 437 11 市立病院、看護師・薬剤師増員

水道 22 20 △2 水道総務課、水道工務課減員

下水道 9 8 △1 下水道課減員

その他 36 34 △ 2 保険医療課、介護保険課減員

小計 493 499 6

合　計 983
【1,268】

955
【1,303】 △28

〈参考〉
人口1万人当たり職員数136.31人

区分 内　　容 国の制度との異同

扶
養
手
当

○配偶者…13,000円
○配偶者以外の扶養親族…6,500円
　（配偶者のいない場合1人目は…11,000円）
○扶養親族のうち特定期間にある子
　（1人につき）…5,000円加算

○配偶者…13,000円
○配偶者以外の扶養親族…6,500円
　（配偶者のいない場合1人目は…11,000円）
○扶養親族のうち特定期間にある子
　 （1人につき）…5,000円加算

住
居
手
当

○借家・借間…最高支給限度額27,000円
○持ち家…3,000円

○借家・借間…最高支給限度額27,000円
○持ち家…0円

通
勤
手
当

○交通機関利用…最高支給限度額55,000円
○交通用具（自転車・自動車等）利用
　2km以上5ｋｍごとに13段階の区分
　（最高支給限度額24,500円）

○交通機関利用…最高支給限度額55,000円
○交通用具（自転車・自動車等）利用
　2km以上5ｋｍごとに13段階の区分
　（最高支給限度額24,500円）

区分 給　料　月　額　等

給
料

市　長・・・・・ 784,000円（980,000円） ※ 20％減額

副市長・・・・・ 648,000円（810,000円） ※ 20％減額

報
酬

議　長・・・・・ 618,000円（618,000円）

副議長・・・・・ 535,000円（535,000円）

議　員・・・・・ 498,000円（498,000円）

期
末
手
当

（平成23年度支給割合）

市 長 は50 ％、副 市 長 は
30％減額しています。  市　長

  副市長

6月期 1.4 月分

12月期 1.55月分

計 2.95月分

（平成23年度支給割合）

  議　長
  副議長
  議　員

6月期 1.4 月分

12月期 1.55月分

計 2.95月分

退
職
手
当

（算定方式） （1期の手当額）　　（支給時期）

市　長 980,000円×在職月数×0.5 23,520,000円　 （任期毎）

副市長 810,000円×在職月数×0.3 11,664,000円　 （任期毎）

大和高田市職員の給与・定員管理等の詳しい内容は、大和高田市のホームページで、平成 24 年3月ごろ、公表する予定です。
  URL  http://www.city.yamatotakada.nara.jp/ 　〔人事課　内線 213〕

{

{
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｢

大
和
高
田
市
人
材
育
成
基
本
方

針｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

（2）
研
修
方
針

　

平
成
23
年
度
職
員
研
修
は
、人

材
育
成
基
本
方
針
に
の
っ
と
り
、住

民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
複
雑
化
に
対

応
で
き
る
政
策
形
成
能
力
、困
難

な
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
問
題

発
見
・
解
決
能
力
、行
政
の
公
正
さ

や
透
明
性
を
確
保
す
る
う
え
で
必

要
な
法
務
能
力
等
の
養
成
や
、職
場

で
の
人
材
育
成
・
自
己
啓
発
の
支
援

を
中
心
に
、実
施
し
て
い
き
ま
す
。

職
員
の
福
祉・

　

利
益
の
保
護
の
状
況

〈
公
務
災
害
補
償
の
概
要
と

実
施
状
況
〉（
平
成
22
年
度
）

　

公
務
上
の
災
害（
負
傷
、疾
病
、障

が
い
ま
た
は
死
亡
）ま
た
は
通
勤
に
よ

る
災
害
を
受
け
た
場
合
、地
方
公

務
員
災
害
補
償
基
金
か
ら
、一
定
の

補
償
が
な
さ
れ
ま
す
。

月
1
日
現
在
）

　

職
員
の
勤
務
時
間
は
、一
部
の
施

設
等
を
除
き
、8
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
ま
で
の
1
日
7
時
間
45
分
、

週
38
時
間
45
分
で
す
。こ
の
う
ち
、

60
分
の
休
憩
時
間
が
あ
り
ま
す
。

（2）
職
員
の
年
次
休
暇
の
概
要
と

　

取
得
状
況

　

労
働
基
準
法
の
規
定
に
従
い
、

原
則
と
し
て
、1
年
に
20
日
の
有
給

休
暇
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

 

● 

平
成
22
年
中（
1
月
1
日
〜
12
月
31

日
）の
平
均
取
得
日
数
…
９・４
日

職
員
の
分
限
処
分・

　

懲
戒
処
分
の
状
況

（1）
分
限
処
分
の
概
要
と
状
況

　
（
平
成
22
年
度
）

　

分
限
処
分
と
は
、公
務
の
能
率

の
維
持
と
、そ
の
適
正
な
運
営
の
確

保
の
た
め
に
行
う
処
分
で
す
。

（2）
給
与
抑
制
措
置
の
状
況

〈
一
般
職
〉

　

行
財
政
改
革
の
た
め
、平
成
18

年
4
月
1
日
か
ら
、地
域
手
当
6
％

を
0
％
に
削
減
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

管
理
職
手
当
は
、平
成
14
年
1
月

1
日
か
ら
段
階
的
に
削
減
し
、平
成

19
年
4
月
1
日
か
ら
は
、医
療
職・

教
育
職
以
外
の
職
で
定
額
制
と
し
、

さ
ら
に
減
額
し
て
い
ま
す
。期
末
勤

勉
手
当
に
か
か
る
役
職
加
算
は
、平

成
16
年
12
月
か
ら
、お
お
む
ね
50
％

削
減
し
て
い
ま
す
。特
殊
勤
務
手

当
は
、平
成
17
年
4
月
に
大
幅
見

直
し（
廃
止
・
減
額
）を
行
い
ま
し
た
。

〈
常
勤
の
特
別
職
〉

　

行
財
政
改
革
の
た
め
、平
成
14

年
1
月
1
日
か
ら
、報
酬
を
市

長
15
％
、助
役
・
収
入
役
・
教
育
長

10
％
削
減
し
、平
成
18
年
4
月
1

日
か
ら
は
、4
役
と
も
に
15
％
削
減

し
、平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
は
、

市
長
、副
市
長
、教
育
長
と
も
に

20
％
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
25
年
3
月
31
日
の
間
、期
末

手
当
を
、市
長
50
％
、副
市
長
30
％
、

教
育
長
20
％
減
額
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の

　

 

勤
務
条
件
の
状
況

（1）
職
員
の
勤
務
条
件
、休
憩
・
休

息
時
間
の
概
要（
平
成
23
年
4

試験 選考 計

一般行政職 13 0 13

教育職 2 0 2

医療職 17 7 24

定年 定年前
早期退職

自己
都合

その
他 計

一般行政職 8 25 2 0 35

技能労務職 3 2 0 0 5

教育職 2 0 0 0 2

医療職 5 1 23 0 29

計 18 28 25 0 71

処分事由 戒告 減給 停職 免職

法令に違反した場合 1

職務上の義務に違反し
または職務を怠った場合 3

全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行のあった場合 1

計 3 2 0 0

処分事由 降任 免職 休職 降給

勤務実績が良くない場合

心身の故障の場合 28

職に必要な適格性を欠く場合

職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合

刑事事件に関し起訴された場合

条例で定める事由による場合

計 28

認定件数 傷病 死亡

公務上の
災害 14 0

通勤途上の
災害 2 0

職
員
の
任
免
に
関
す
る
状
況

（1）
採
用
者
の
状
況
（
平
成
22
年
度
）

1

公
平
委
員
会
の
業
務
の
状
況

　
（
平
成
22
年
度
）

 

● 

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要

求
…
０
件

 

● 

不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申

し
立
て
…
０
件

 

● 

職
員
の
苦
情
処
理
…
０
件

〔
人
事
課　

内
線
２
１
３
〕
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職
員
の
服
務
の
状
況

〈
服
務
に
関
す
る
基
本
原
則
の
概
要
〉

 

● 

法
令
等
及
び
上
司
の
職
務
上
の

命
令
に
従
う
義
務

 

● 

信
用
失
墜
行
為
の
禁
止

 

● 

秘
密
を
守
る
義
務

 

● 

職
務
に
専
念
す
る
義
務

 

● 

政
治
的
行
為
の
制
限

 

● 

争
議
行
為
等
の
禁
止

 

● 

営
利
企
業
等
の
従
事
制
限

職
員
の
研
修
の
状
況

（1）
人
材
育
成
基
本
方
針
の
概
要

　

職
員
の
能
力
開
発
を
総
合
的
、

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本

的
な
事
項
を
明
確
に
し
、
能
力
開

発
に
関
す
る
諸
施
策
実
施
の
基
準

と
す
る
た
め
、
平
成
17
年
4
月
に

5

※
奈
良
県
か
ら
の
派
遣
職
員
3
名

　
（
教
育
職
）

（2）
退
職
者
の
状
況
（
平
成
22
年
度
）

　

職
員
の
給
与
の
状
況

（1）
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、国
家

公
務
員
の
給
料
を
１
０
０
と
し
た

と
き
の
、本
市
職
員
の
給
料
の
水

準
を
指
数
で
示
し
た
も
の
で
す
。

 

● 

平
成
21
年
度
…
94
・７

 

● 

平
成
22
年
度
…
95
・２

4

7

3

6

※
同
一
の
者
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
処

分
に
付
さ
れ
た
場
合
、そ
の
数
を
重

複
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

（2）
懲
戒
処
分
の
概
要
と
状
況

　
（
平
成
22
年
度
）

　

懲
戒
処
分
と
は
、公
務
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
が
あ
っ
た
場

合
な
ど
、職
員
の一
定
の
義
務
違
反

に
対
し
て
道
義
的
責
任
を
問
う
処

分
で
す
。地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
規
律
と
、公
務
遂
行
の
秩
序
の

維
持
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

2 市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
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瑞
宝
双
光
章

　
　
（
警
察
功
労
）

植
倉  

啓
允
さ
ん

旭
日
双
光
章

（
木
材
業
振
興
功
労
）

嶋
田  

陽
弘
さ
ん

瑞
宝
双
光
章

　
　
（
消
防
功
労
）

友
田  

節
さ
ん 

瑞
宝
双
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

當
麻  

千
秋
さ
ん 

瑞
宝
単
光
章

　
　
（
警
察
功
労
）

武
藤  
信
行
さ
ん

　

平
成
23
年
度
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、永
年
に
わ
た
っ
て
各
々
の
分
野

で
尽
力
さ
れ
た
6
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

　
　
（
警
察
功
労
）

矢
野  

隆
司
さ
ん

　

10
月
28
日
、大
和
高
田
市
公
平
委
員
会
委
員
長
の
阪
口
治

さ
ん
が
、永
年
の
功
労
に
よ
り
、公
平
委
員
会
制
度
60
周
年
を

記
念
し
て
、総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

阪
口
さ
ん
は
、平
成
11
年
に
大
和
高
田
市
公
平
委
員
に
選
任

さ
れ
、現
在
ま
で
12
年
間
に
わ
た
り
、市
職
員
の
勤
務
条
件
の

適
正
化
等
の
公
平
委
員
会
業
務
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。ま
た
、平
成
17
年
に
は
委
員
長
に
就
任
さ
れ
、卓
越
し
た
識

見
に
よ
り
、委
員
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
受
賞
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

市長を訪問し、受賞を報告する阪口さん
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市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
表
彰

　

11
月
３
日
文
化
の
日
、「
大
和
高
田
市
選
奨
条
例
」
に
基
づ
い
て
、
10
名
の
皆
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
、
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
、
永
年
に
わ
た
り
活
動
に
尽
力
し
、
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
な
お
一
層
の
活
躍
を
祈
念
し
て
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
町
総
代

と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展
に
努
め

ら
れ
、地
域
社
会
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
て
い
る
功
績
。

●
地
方
自
治
功
労

　

芳
仲　

毅
さ
ん

●
商
工
功
労

　

松
倉　

俊
之
さ
ん

●
更
生
援
護
功
労

　

齊
藤　

京
子
さ
ん

●
民
生
功
労

　

嶋
越　

唯
彦
さ
ん

●
文
化
功
労

　

金
田　

利
信
さ
ん　

●
商
工
功
労

　

嶋
田　

陽
弘
さ
ん

●
厚
生
援
護
功
労

　

三
好　

貢
さ
ん

●
民
生
功
労

　

森　

俊
二
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
文
化
財

保
護
審
議
会
会
長
と
し
て
文
化
財

の
保
護
活
用
に
努
め
ら
れ
、歴
史

文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
商
工
業

の
育
成
指
導
に
努
め
ら
れ
、産
業

と
地
域
経
済
の
伸
展
に
尽
く
さ
れ

て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
商
工
業

の
育
成
指
導
に
努
め
ら
れ
、産
業

と
地
域
経
済
の
伸
展
に
尽
く
さ
れ

て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、高
田
地
区
保

護
司
会
副
会
長
と
し
て
罪
を
犯
し

た
人
の
更
生
援
助
及
び
予
防
啓
発

に
努
め
ら
れ
、明
る
い
地
域
社
会
づ

く
り
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、地
元
老
人
ク
ラ

ブ
の
育
成
に
尽
力
し
、ま
た
本
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
と
し
て
、高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
尽
く

さ
れ
て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
民
生
児

童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
活
動
に

献
身
さ
れ
、ま
た
民
生
児
童
委
員

協
議
会
連
合
会
副
会
長
と
し
て
民

生
の
安
定
と
市
民
福
祉
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
民
生
児

童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
活
動
に

献
身
さ
れ
、ま
た
民
生
児
童
委
員

協
議
会
連
合
会
会
長
と
し
て
民
生

の
安
定
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
。

選
奨
式

市
選
奨
条
例
に
基
づ
く
受
章
者

●
保
健
衛
生
功
労

　

春
日　

宏
友
さ
ん

●
消
防
功
労

　

松
田　

数
裕
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
消
防
団

分
団
長
と
し
て
市
民
生
活
の
安
全

と
災
害
の
予
防
に
献
身
さ
れ
る
と

と
も
に
、後
進
の
指
導
育
成
に
尽

く
さ
れ
て
い
る
功
績
。

　

多
年
に
わ
た
り
、地
域
医
療
の

発
展
に
努
め
ら
れ
、ま
た
本
市
医

師
会
副
会
長
と
し
て
医
療
連
携
の

充
実
と
公
衆
衛
生
の
向
上
に
尽
く

さ
れ
て
い
る
功
績
。
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デ
ィ
ア
ブ
ロ
ッ
サ
高
田
Ｆ
Ｃ

　

Ｕ
12

　

平
成
23
年
度
第
35
回
全
日
本
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
お
い
て
、全
国
か

ら
の
出
場
チ
ー
ム
8
、5
7
4
チ
ー
ム

中
、第
3
位
と
い
う
優
秀
な
成
績
を

収
め
ら
れ
た
功
績
。

　

11
月
7
日
、
教
育
の
分
野

で
著
し
い
功
績
を
あ
げ
ら
れ

た
11
名
と
２
団
体
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

森
本　

尚
順
さ
ん

　

酒
本　

繁
子
さ
ん

　

吉
川　

敬
代
さ
ん

　

中
村　

信
行
さ
ん

　

奥
田　

麻
里
奈
さ
ん

　

廣
田　

晃
一
さ
ん

　

塩
田　

顯
さ
ん

　

中
西　

達
さ
ん

　

庄
司　

太
志
さ
ん

　

椿
本　

九
美
夫
さ
ん

　

藤
田　

多
美
子
さ
ん

　

大
和
高
田
市
P
T
A
協
議
会
の

副
会
長
及
び
県
P
T
A
協
議
会
の

会
長
と
し
て
、地
域
と
学
校
の
調
整

役
及
び
P
T
A
活
動
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
。

　

永
年
に
わ
た
り
、本
市
体
育
指
導

委
員
と
し
て
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
、特
に
軟
式
少
年
野
球

の
発
展
・
指
導
に
努
め
ら
れ
た
功
績
。

　

中
学
3
年
生
か
ら
8
年
連
続
で

国
体
に
出
場
し
、今
年
度「
第
66
回

国
民
体
育
大
会
」水
泳
競
技
成
年

女
子
４
０
０
m
自
由
型
に
お
い
て
、2

位
の
成
績
を
収
め
ら
れ
た
功
績
。

　

第
40
回
ゴ
ー
セ
ン
杯
争
奪
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

2
0
1
1
に
お
い
て
優
勝
を
果
た

し
、ま
た
多
く
の
大
会
に
お
い
て
も
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
功
績
。

　

第
40
回
ゴ
ー
セ
ン
杯
争
奪
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

2
0
1
1
に
お
い
て
優
勝
を
果
た

し
、ま
た
多
く
の
大
会
に
お
い
て
も
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
功
績
。

　

永
年
に
わ
た
り
、指
導
者
と
し
て

ス
カ
ウ
ト
活
動
に
携
わ
り
、ス
カ
ウ
ト

運
動
の
発
展
と
、本
市
青
少
年
健
全

育
成
・
非
行
防
止
に
尽
力
、貢
献
さ

れ
た
功
績
。

　

永
年
に
わ
た
り
、本
市
の
青
少
年

健
全
育
成
と
非
行
防
止
に
献
身
さ

れ
る
と
と
も
に
、本
市
青
少
年
補
導

会
の
副
会
長
と
し
て
、会
の
運
営
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
功
績
。

　

大
和
高
田
市
地
域
婦
人
会
連
絡

協
議
会
の
会
長
と
し
て
指
導
力
と
行

動
力
を
発
揮
し
、婦
人
会
活
動
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
。

　

永
年
に
わ
た
り
、高
田
美
術
協
会

写
真
部
会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、本

市
の
芸
術
文
化
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
。

　

大
和
高
田
市
P
T
A
協
議
会
の

会
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
P
T
A
の
育
成
と
教
育
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
功
績
。

　

大
和
高
田
市
文
化
協
会
設
立
よ

り
参
加
さ
れ
、平
成
元
年
に
理
事
、

平
成
15
年
か
ら
常
任
理
事
と
し
て
、

会
の
親
睦
・
発
展
及
び
本
市
文
化
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
。

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰
者

　

第
42
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
、個
人
戦
優
勝
・
団
体
戦

準
優
勝
は
じ
め
、そ
の
他
の
大
会
に

お
い
て
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
た
功
績
。

　

片
塩
中
学
校

　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
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の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　
　
　
　

公
明
党　
藤
田
議
員

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

の
実
施
に
よ
り
、生
後
４
か

月
ま
で
の
す
べ
て
の
乳
児
家
庭
の
訪

問
を
め
ざ
し
、育
児
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
の
相
談
、子
育
て
支
援
に

関
す
る
情
報
の
提
供
、養
育
環
境

等
の
把
握
な
ど
、乳
児
家
庭
の
孤

立
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

支
援
し
て
い
る
。ま
た
、乳
幼
児
健

康
診
査
等
の
未
受
診
者
に
対
す
る

フ
ォ
ロ
ー
（
確
認
・
支
援
）を
行
っ
て

い
る
。さ
ら
に
、児
童
虐
待
の
早
期

発
見
、早
期
対
応
、被
害
を
受
け

た
子
ど
も
の
適
切
な
保
護
等
、児

童
虐
待
防
止
に
向
け
た
適
切
な
対

応
を
図
る
た
め
、学
期
ご
と
に
学

校
、保
育
所
、こ
ど
も
家
庭
相
談
セ

  

平 成 2 3 年 9 月

定 例 市 議 会

一 般 質 問

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か

　
　

       

市
政
会 

仲
本
博
議
員

本
市
で
は
、家
庭
の
弁
当
を

持
参
す
る
ほ
か
、パ
ン
、牛
乳

の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、約
95
％
の

生
徒
が
弁
当
を
持
参
し
て
い
る
。さ

ま
ざ
ま
な
家
庭
の
事
情
に
よ
り
弁

当
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

も
考
え
ら
れ
る
が
、家
庭
で
弁
当

を
つ
く
る
こ
と
は
、思
春
期
に
あ
る

子
と
親
の
き
ず
な
を
深
め
、コ
ミ
ュニ

問

　

平
成
23
年
９
月
定
例
市
議
会
は
、９
月
２
日
か
ら
14
日
ま
で
の
13
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、平
成
22
年
度
一般
会
計
決
算
の
認
定
ほ
か
、特
別

会
計
決
算
の
認
定
８
件
、企
業
会
計
決
算
の
認
定
２
件
、平
成
23
年
度
補
正
予
算
５
件
、条
例
案

件
３
件
、人
事
案
件
１
件
、意
見
書
３
件
の
24
議
案
が
提
出
さ
れ
、専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
は

承
認
、決
算
に
つ
い
て
は
認
定
、人
事
案
件
に
つ
い
て
は
同
意
、他
の
11
議
案
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ

れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、14
日
の一般
質
問
で
は
、８
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質

問
さ
れ
ま
し
た
。本
号
で
は
、そ
の一部
に
つい
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、人
事
案
件
に
つい
て
は
、公
平
委
員
会
の
委
員
に
宮
内
嵩
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
上
で
、大
切

な
要
素
の
１
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、本
市
で
は
、学
校
施
設
の

耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、子
ど

も
た
ち
が
１
日
の
大
半
を
過
ご
す

学
校
施
設
を
、安
心
し
て
学
習
で

き
る
場
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、校
舎
・
体
育

館
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

中
学
校
給
食
の
有
用
性
に
つ
い

て
は
理
解
し
て
お
り
、学
校
施
設
の

耐
震
化
に一
定
の
め
ど
が
見
え
た
時

点
で
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
に

つ
い
て

防
犯
の
取
り
組
み
は
、ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か　
　
　
　
　

　

            

市
政
会 

西
村
議
員

問

答
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

や
広
報
車
で
、パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
を
実
施
し
な
が
ら
、自
主
防
犯

団
体
や
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や
通
学

路
等
に
お
け
る
立
哨
活
動
等
の
促

進
に
努
め
て
い
る
。

　

本
年
は
、高
田
警
察
署
の
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、犯
罪
件
数
の

約
４
分
の
１
に
あ
た
る
自
転
車
盗

を
な
く
す
よ
う
、学
校
を
は
じ
め

市
民
皆
さ
ん
に
予
防
を
呼
び
か
け

て
い
る
。盗
難
被
害
の
防
止
を
図

る
た
め
、サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
に
お
け
る

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
、整
備
を
行
う

な
ど
、犯
罪
の
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

高
田
温
泉
さ
く
ら
荘
運
営
に

つ
い
て　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

公
明
党　

砂
原
議
員

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、平
成

６
年
の
開
設
当
初
か
ら
平
成

18
年
３
月
末
日
ま
で
の
11
年
半
は
、

施
設
管
理
公
社
に
委
託
し
て
い
た
。

し
か
し
、毎
年
、多
額
の
委
託
料
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
、平
成
18
年
度
か
ら

平
成
20
年
度
の
３
年
間
は
、民
間
会

社
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、民
間

会
社
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、運
営

を
任
せ
て
い
た
。そ
れ
で
も
、民
間
会

社
で
、３
年
間
に
２
、７
０
０
万
円
の

赤
字
を
計
上
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

さ
く
ら
荘
の
利
用
者
は
、高
齢

者
が
80
％
を
超
え
る
な
ど
、民
間
事

業
者
に
な
じ
ま
な
い
施
設
で
あ
る
こ

と
。市
社
協
は
、総
合
福
祉
会
館
の

指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

多
様
な
世
代
が
く
つ
ろ
げ
る
場
の

安
定
的
な
提
供
、福
祉
施
策
の
実

児
童
虐
待
に
つ
い
て

児
童
虐
待
へ
の
取
り
組
み

平
成
23
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

８
８
４
万
８
千
円
な
ど
可
決

問

答

答 問

答

ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
が
集
ま
り
、

情
報
の
共
有
、支
援
の
方
法
や
終

結
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
は
、身

近
な
人
か
ら
通
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、児
童
虐
待
が
疑

わ
れ
た
ら
迷
わ
ず
本
市
の
児
童
福

祉
課
や
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
通
告
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、広
報
誌
や
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
で
お
願
い
し
て
い
る
。



10

  

大和高田市議会は、ホームページで議会情報を発信しています。議会ホームページへの接続方法は、以下のとおりです。
 ● 大和高田市ホームページ→左サイドメニュー「大和高田市議会」　　   ● 検索サイトなどで、「大和高田市議会」と入力して検索

法
令
遵
守
推
進
条
例
の
制

定
と
そ
の
活
用
に
つ
い
て

条
例
制
定
に
向
け
た
動
き
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
、施
行
は
い

つ
に
な
る
の
か

　
　

市
民
ク
ラ
ブ　

森
村
議
員

条
例
案
の
提
案
に
つ
い
て

は
、12
月
議
会
、施
行
期
日

は
、市
民
の
皆
さ
ま
と
職
員
に
対

す
る
周
知
期
間
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
た
め
、平
成
24
年
４
月
１
日

を
予
定
し
て
い
る
。

　

条
例
施
行
後
の
運
用
に
つ
い
て

は
、公
務
員
倫
理
を
徹
底
し
、職
員

の
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

公
正
か
つ
透
明
な
行
政
を
執
行
で

き
る
組
織
づ
く
り
を
行
い
、市
民
に

信
頼
さ
れ
る
市
政
を
確
立
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、

特
定
の
者
を
他
者
と
比
べ
て
有
利

に
取
り
扱
う
よ
う
に
求
め
る
行
為

等
に
つ
い
て
は
、そ
の
内
容
を
記
録
・

報
告
す
る
こ
と
を
職
員
に
義
務
づ

答

け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。こ
の
条
例
の

制
定
を
機
に
、市
の
す
べ
て
の
事
務

事
業
に
お
い
て
、「
平
等
取
扱
い
の
原

則
」を
さ
ら
に
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、こ
の
条
例
に
よ
り
記
録
さ
れ

た
内
容
の
公
開
に
つ
い
て
は
、毎
年

度
、条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
、公

表
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、公
表
す
る
事
項
は
、公
益
通
報

の
件
数
、不
当
要
求
行
為
と
判
断

さ
れ
た
も
の
の
件
数
、お
よ
び
そ
れ

ら
に
対
す
る
措
置
状
況
で
あ
る
。

● 
電
力
多
消
費
型
経
済
か
ら
の

転
換
を
求
め
る
意
見
書 

● 

取
調
べ
の
全
過
程
の
可
視
化

問

３・
11
に
学
ん
で
災
害
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　
　

市
民
ク
ラ
ブ　

仲
本
清
議
員

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
の
発
生
に
よ
り
、一
段
と
危

機
管
理
に
対
す
る
市
民
の
意
識
が

高
ま
っ
て
お
り
、災
害
等
が
発
生
し

た
際
、市
の
対
応
の
良
否
が
市
民
の

生
命
に
大
い
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
に
は
、地
域
住
民
の

自
主
的
な
初
動
活
動
や
地
域
で
の

救
援
、避
難
誘
導
な
ど
の
、地
域
住

民
の
力
を
結
集
し
た
自
主
防
災
組

織
が
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、総
代
会
や

地
域
で
の
防
災
訓
練
、出
前
講
座

を
通
じ
て
、広
く
市
民
皆
様
に「
地

域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」と
い
う

意
識
で
、地
域
ぐ
る
み
の
防
災
意

問答

識
の
醸
成
や
、組
織
結
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
今
後
も
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

● 

提
出
さ
れ
た
意
見
書 

●

介
護
保
険
法
改
定
お
よ
び

第
五
期
介
護
保
険
総
合
計

画
に
つ
い
て

来
年
度
以
降
の
、本
市
の
介
護
保

険
事
業
計
画
と
介
護
保
険
法
改

正
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
日
本
共
産
党　

向
川
議
員

介
護
保
険
制
度
の
根
元
は
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
や
住
ま
い
で
、自

ら
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、自
ら
の
能

力
を
最
大
限
発
揮
し
て
、尊
厳
あ

る
自
立
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と

い
う
高
齢
者
の
切
な
る
願
い
で
あ

る
。平
成
12
年
の
制
度
発
足
以
来
、

過
去
４
期
の
事
業
計
画
の
見
直

し
を
通
し
て
、こ
の
理
念
の
も
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
が
加
え
ら

れ
、新
し
い
サ
ー
ビ
ス
、よ
り
使
い
や

す
い
サ
ー
ビ
ス
へ
と
変
革
し
て
き
た
。

一
部
改
正
さ
れ
た
新
し
い
介
護
保

険
法
に
お
い
て
は
、再
度
こ
の
理
念

に
立
ち
戻
り
、医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
改

め
て
連
携
し
た
上
で
、24
時
間
絶
え

間
な
い
サ
ー
ビ
ス
、支
援
を
包
括
的

に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、高
齢
者

が
、今
ま
で
以
上
に
住
み
慣
れ
た
地

域
で
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。

答 問

公
共
施
設
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

電
力
調
達
の
入
札
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　

み
ら
い　

平
郡
議
員

法
改
正
に
よ
り
、新
た
に
特

定
規
模
電
気
事
業
者
、い
わ

ゆ
る
Ｐ
Ｐ
Ｓ
か
ら
も
電
力
供
給
が

可
能
と
な
り
、県
内
の
自
治
体
に
お

い
て
も
入
札
を
実
施
し
、電
気
使
用

料
に
つ
い
て
一
定
の
削
減
効
果
が
見

ら
れ
た
と
の
報
告
も
聞
い
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、削
減
効
果
の
反

面
で
、原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り

電
気
価
格
が
左
右
さ
れ
る
な
ど
の

安
定
供
給
の
問
題
、ま
た
環
境
面

で
は
、二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
多

い
な
ど
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て

お
り
、Ｐ
Ｐ
Ｓ
業
者
か
ら
の
電
力
供

給
に
つ
い
て
は
、プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ

ス
面
の
両
方
が
存
在
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、電
力
調
達
の
入
札
を

す
で
に
実
施
し
た
自
治
体
の
事
例

や
、さ
ら
に
は
、東
日
本
大
震
災
で
の

原
発
事
故
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
見
直
し
な
ど
、国
施
策
の
動
向
に

も
注
視
し
な
が
ら
、よ
り
よ
い
電
力

調
達
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答 問

施
に
よ
る
住
民
福
祉
の
向
上
と
、障

が
い
者
の
活
動
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
。さ
く
ら
荘
を
含
め
た
、福
祉

ゾ
ー
ン
の一
体
的
な
事
業
が
可
能
と

な
り
、安
定
的
な
維
持
管
理
が
で
き

る
。以
上
の
こ
と
か
ら
、平
成
21
年

度
か
ら
、社
会
福
祉
協
議
会
を
指

定
管
理
者
と
し
て
い
る
。

　
「
福
祉
施
策
」と
し
て
、よ
り
充
実

し
た
運
営
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

平
成
23
年
度 

大
和
高
田
市 

国

民
健
康
保
険
事
業 

特
別
会
計 

補

正
予
算（
第
１
号
） 

ほ
か
、５
議
案

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
、市
民
が
安

心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
、信
頼
さ

れ
る
医
師
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た

い
と
の
要
望
が
添
え
ら
れ
、全
会
一

致
で
原
案
ど
お
り
可
決

民
生
文
教
委
員
会

委 員 会
審 査 結 果

総
務
財
政
委
員
会

　

平
成
23
年
度 

大
和
高
田
市 

一

般
会
計 

補
正
予
算（
第
２
号
）ほ

か
、１
議
案

　

災
害
に
備
え
、市
民
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ

る
よ
う
要
望
が
添
え
ら
れ
、全
会

一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

を
求
め
る
意
見
書

● 

拡
大
生
産
者
責
任（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）及

び
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
法
制
化
を

求
め
る
意
見
書

　

平
成
23
年
度 

大
和
高
田
市 

下

水
道
事
業 

特
別
会
計 

補
正
予
算

（
第
１
号
）

環
境
建
設
委
員
会
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◆
議
員
に
よ
る
街
頭
活
動
◆

　
左
の
旗
を
持
っ
て
、
定
例
会
の

開
会
前
に
告
知
活
動
、
ま
た
、
閉

会
後
に
結
果
報
告
を
、
そ
れ
ぞ
れ

２
日
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
場
所
◆　

近
鉄
大
和
高
田
駅
前
・
高
田
市
駅
前

◆
時
間
◆　

１
日
目
：
午
前
７
時
ご
ろ
〜
８
時
ご
ろ

２
日
目
：
午
後
６
時
ご
ろ
〜
７
時
ご
ろ

　

平
成
22
年
度 
大
和
高
田
市 

一

般
会
計
決
算　

ほ
か
、10
議
案

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
決
算
・
企
業
会
計
決
算
に
つ

い
て
、そ
の
内
容
を
審
査
し
た
う

え
で
、収
入
・
支
出
が
適
法
か
つ
正

当
に
行
わ
れ
た
か
を
確
認
す
る

た
め
、決
算
特
別
委
員
会（
委
員

８
名
）が
設
置
さ
れ
、各
議
案
の

審
査
が
議
場
で
行
わ
れ
た
。

　

な
お
採
決
の
結
果
、賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
た
。

決
算
特
別
委
員
会

行 政 視 察

　

各
委
員
会
が
所
管
の
課
題
に

対
し
、先
進
自
治
体
の
事
業
に
つ

い
て
、調
査
・
研
究
す
る
行
政
視

察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【民生文教委員会】
町内福祉村について

（平塚市）

【環境建設委員会】
サイクルタウン
下関構想について

　　　（下関市）

【総務財政委員会】
法令遵守の推進等に
関する条例について

（瑞穂市）

　

写
真
の
右
下
、か
っ
ぽ
う
着
を

着
た
女
性
に
時
代
を
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。こ
た
え
は
、後
の
ペ
ー
ジ

で
す
。

人
権
週
間
　
　
12
月
4
日
〜
10
日

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日

と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
と
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
第
63
回
人
権
週
間
」
と
し
て
、

広
く
国
民
に
人
権
デ
ー
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
人
権
意
識
の
大
切

さ
を
訴
え
ま
す
。

人
権
教
育
研
修
会

◎
と
き　

12
月
1
日（
木
）

　

         

午
後
２
時
～
４
時

◎
と
こ
ろ　

　

総
合
福
祉
会
館（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
）3
階
研
修
室

◎
内
容　

 
● 

講
演「
多
様
な
性
を
生
き
る
」

　
（
講
師：N
P
O
法
人「
L
G
B
T

の
家
族
と
友
人
を
つ
な
ぐ
会
」理

事
長 
尾
辻 
孝
子
さ
ん
）

◎
問
い
合
わ
せ　

　

人
権
施
策
課　

内
線
２
９
８

特
設
人
権
相
談

◎
と
き　

12
月
6
日
（
火
）

　

         

午
後
１
時
～
４
時

◎
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
会
館

◎
問
い
合
わ
せ　

　

広
報
情
報
課　

内
線
２
９
１

「
み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
〜
」

花を植え、育てるなかで人権意識の高揚を図る「人権の花」運動が、
市内の小学校でおこなわれました。（11月8日・9日）

　

下
水
道
事
業
の
推
進
と
と
も

に
、さ
ら
な
る
水
洗
化
率
の
向
上
に

努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
が
添
え
ら

れ
、全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

開 か れ た
議会をめざして
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〈材料〉
☆ひじき……………… 大さじ３　
   砂糖… …………… 小さじ２
   しょうゆ… ……… 小さじ１
　大根… …………… ６㎝の長さ
　きゅうり…………… 1本

　

大
和
高
田
市
に
は
、保
健
に
携

わ
る
看
護
師
が
、こ
ど
も
園
と
保

育
課
に
い
ま
す
。２
名
で
各
保
育

所
を
定
期
的
に
巡
回
し
、子
ど
も

た
ち
の
健
康
の
た
め
に
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

 

● 

乳
幼
児
の
健
康
と
安
全
に
関

す
る
相
談
や
指
導（
換
気・
室

温
調
節・手
洗
い・う
が
い・消
毒

液
の
点
検・
便
所
の
衛
生
管
理・

乳
幼
児
の
感
染
症
や
ケ
ガ
の
予

防
と
対
処
に
つ
い
て
）

 

● 

保
育
所
間
や
他
の
機
関
と
の

連
携・保
健
指
導

 

● 

発
育
測
定
、視
力
検
査

 

● 

健
康
診
断（
歯
科
健
診
を
含
む
）

等
に
お
け
る
園
医
と
の
連
携

 

● 「
ほ
け
ん
だ
よ
り
」の
発
行

 

● 

保
健
に
関
す
る「
お
し
ら
せ
」

の
発
行

 

● 

除
去
食
に
つ
い
て
の
相
談（
栄

養
士
と
の
連
携
）

 

● 

保
護
者
か
ら
の
健
康
相
談

な
ど
で
す
。

　

今
年
度
は
、巡
回
の
際
、子
ど

も
た
ち
の
手
洗
い
や
、歯
み
が
き

場
面
に
注
目
し
、紙
芝
居
や
ぺ
ー

プ
サ
ー
ト
に
よ
る
、子
ど
も
た
ち

が
興
味
を
抱
く
よ
う
な
、保
健
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、

「
手
を
洗
う
と
き
は
、石
け
ん
を

つ
け
て
、こ
う
す
る
ん
や
な
。こ
う

や
っ
た
な
」

「
泡
が
、ば
い
菌
を
や
っ
つ
け
て
く

れ
る
ん
や
で
！
」

と
、聞
い
た
話
を
得
意
そ
う
に
教

え
て
く
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
内

容
を
充
実
さ
せ
て
、子
ど
も
た
ち

自
身
が
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
少

し
で
も
関
心
を
も
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

月
に
１
回
の
巡
回
で
す
が
、子

ど
も
た
ち
は
、看
護
師
の
姿
を
見

る
と
、

「
昨
日
か
ら
、薬
飲
ん
で
る
ね
ん
」

＊ 大根サラダ（４人分）

〈エネルギー〉（１人分）
80キロカロリー
たんぱく質…………4.6g
カルシウム…………58 mg　　

　にんじん…………… 1/4 本
　ツナ缶（オイル）…… 小１缶
　酢………………… 大さじ２
　塩………………… 小さじ1/2

子どもたちも大好きです。64          

〈作り方〉
１ ひじきは、水で戻し、砂糖、しょうゆで煮て下味をつけ、余分な水分をとり、
冷蔵庫で冷やしておく。（ひじきの煮物が残ったら、再利用ＯＫ）

２ ツナ缶は、かるく油切りしておく。

３ 人参は、千切りにし、ゆでて冷やす。大根、きゅうりは、千切りにし、塩をし

てしばらくおき、水気をかたくしぼる。

４ １～３を酢・塩で和える。

大根は上の方が甘く、下にいくほど
辛みが強くなります。青首部分はおろ
しやサラダ、やわらかい中央部分は、
おでんやふろふきなど煮物向きです。
先端部分は、薬味に使うとおいくしく
いただけます。　　　　　〔保育課〕

「
こ
こ
な
、こ
け
て
ケ
ガ
し
て
ん
」

な
ど
、病
気
や
ケ
ガ
の
話
を
し
て

く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
な
り

に
、看
護
師
の
こ
と
を『
体
の
お

話
を
す
る
先
生
』と
意
識
し
て
く

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、毎
月
の
巡
回
の
際
、16

時
か
ら
16
時
半
ま
で
門
立
ち（
立

哨
）を
し
て
い
ま
す
。何
か
あ
り

ま
し
た
ら
、気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
の
た
め
に
、子
ど
も
た
ち

の
健
康
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

〔
保
育
課
〕
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海
外
か
ら
、「
現
在
保
持
し
て

い
る
約
１
億
３
、０
０
０
万
円
の
賞

金
獲
得
請
求
権
が
失
効
す
る
の

で
、
同
封
の
『
賞
金
獲
得
請
求

権
実
行
依
頼
書
』
を
至
急
返
送

し
、
実
行
手
数
料
２
、０
０
０
円

を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

内
容
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届
い

た
。
本
当
に
手
数
料
を
支
払
え

ば
、
提
示
さ
れ
て
い
る
賞
金
を
獲

得
で
き
る
の
か
。

<

50
歳
代　

女
性

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般
的

な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で

す
。
特
定
の
相
談
事
例
を
示
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
選
し
た
か
の
よ
う
な

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

　

最
近
、相
談
事
例
の
よ
う
に
、申

し
込
ん
で
い
な
い
の
に
、高
額
賞
金

相
談
事
例

海外から届く
ダイレクトメール

を
獲
得
し
た
か
の
よ
う
な
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル（
以
下
、
D
M
）が
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
、中
国
な
ど
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
、い
わ
ゆ
る「
海

外
宝
く
じ
」と
思
わ
れ
る
相
談
が
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は「
当
選
商
法
」の
ひ
と

つ
の
形
態
で
、高
額
な
商
品
や
賞
金

が
当
選
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
、

金
銭
を
支
払
わ
せ
た
り
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
番
号
な
ど
の
、個
人
情

報
を
聞
き
出
す
の
が
目
的
で
す
。

巧
妙
な
言
い
回
し
に
注
意
！

　

海
外
宝
く
じ
の
D
M
や
購
入
に

は
、次
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
り

ま
す
。

 

● 

一
度
で
も
、海
外
宝
く
じ
な
ど
の

購
入
手
続
き
を
す
る
と
、複
数

の
業
者
か
ら
様
々
な
D
M
が
大

量
に
送
ら
れ
て
く
る
こ
と

 

● 

消
費
者
に
期
待
を
抱
か
せ
る
よ

う
な
内
容
の
D
M
で
、記
載
さ

れ
て
い
る
文
章
が
わ
か
り
に
く
い

こ
と

 

● 

国
内
で
海
外
宝
く
じ
の
販
売
、

発
売
の
取
り
次
ぎ
、授
受
を
行

う
こ
と
は
、刑
法
１
８
７
条（
富

く
じ
販
売
等
）に
抵
触
す
る
違

反
行
為
で
あ
り
、申
し
込
み
を
し

て
も
、本
当
に
業
者
が
海
外
宝

く
じ
を
購
入
し
て
い
る
か
は
疑

問
で
あ
る
こ
と

 

● 

業
者
の
窓
口
は
国
内
に
は
な
い

　
　
今
年
の
漢
字
は
・
・
・
？

106

　

今
年
も
、
残
り
あ
と
わ
ず
か
に

な
り
ま
し
た
。「
師
走
」
と
い
う

よ
う
に
、
先
生
だ
け
で
な
く
、
世

の
中
全
体
が
、
何
と
な
く
慌
た
だ

し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
も
な
く

「
今
年
の
漢
字
」
が
、
京
都
の
清

水
寺
で
、
一
枚
の
巨
大
和
紙
に
毛

筆
で
披
露
さ
れ
ま
す
。
こ
の
漢
字

は
、
そ
の
年
の
世
相
を
表
す
字
と

し
て
、
一字
で
表
さ
れ
ま
す
。

2
0
0
5
年
「
愛
」

2
0
0
6
年
「
命
」　

2
0
0
7
年
「
偽
」

2
0
0
8
年
「
変
」

2
0
0
9
年
「
新
」

2
0
1
0
年
「
暑
」

そ
の
年
に
起
こ
っ
た
特
筆
す
べ
き

出
来
事
を
基
準
に
、
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
明
る
い
も
の
や

暗
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
見

る
と
、
す
べ
て
で
は
な
い
で
す
が
、

「
人
権
」
と
か
か
わ
り
の
あ
る
字

が
多
い
の
が
わ
か
り
ま
す
。
例
え

ば
、
2
0
0
6
年
の
「
命
」
と

い
う
字
で
す
が
、
こ
の
年
に
は
、

小
学
生
・
中
学
生
の
自
殺
が
多
発

し
ま
し
た
。
ま
た
、
臓
器
移
植

事
件
や
医
師
不
足
な
ど
に
よ
る
命

の
不
安
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
命
」
と
い
う
字
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
ま
さ
に
、「
命
」
と
「
人

権
」
は
大
き
く
か
か
わ
り
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

人
権
問
題
は
、人
の
「
生
き
方
」

に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。
世
の
中

で
の
出
来
事
の
多
く
は
、
人
と
人

と
の
間
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
必
ず
人
の
思
い
や
姿
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

今
年
（
2
0
1
1
年
）
は
、

東
日
本
大
震
災
や
台
風
12
号
な

ど
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が

起
こ
っ
た
年
で
す
。
自
然
災
害

は
、
人
間
同
士
の
か
か
わ
り
の
な

か
で
は
起
こ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

後
の
被
災
し
た
人
た
ち
や
、
復
旧

や
復
興
に
向
け
て
の
活
動
な
ど
で

は
、
人
々
の
思
い
や
姿
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

こ
に
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
の

考
え
る
「
今
年
の
漢
字
」
は
「
繋
」

（
つ
な
が
り
）
ま
た
は
「
絆
」（
き

ず
な
）
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
考
え
る
「
今
年
の
漢

字
」
は
何
と
い
う
字
で
し
ょ
う
か
。

〔
人
権
施
策
課
〕
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● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時    ▽ところ　市役所3階    ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所 ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

平成21年の道路交通規則の改正で、自転車の強
度等の要件を満たした「BAA」・「SG」マークが
貼ってあるものであれば、幼児を2人まで乗せるこ
とができるようになったね。

前後にイスが２つ搭載されている、幼児同乗用の自転
車も、多く発売されていますね。

ただ、ハンドルをとられて、転倒したという報告も
増えているんだよ。

頭を打つと大変なので、ヘルメットは乗車前に、必ず着
用しなくちゃね。

走行中ではなく、子どもが乗車するときや、押し歩
き中に転倒するという危険もあるみたいだ。

幼児の重さでバランスを崩しちゃうんですね。

子どもを自転車の前後に乗せるときは、転倒して
ケガをしないようにね。

少しの注意で、大半のケガは防げますよ〜

子どもを自転車に乗せ
たときの、転倒に注意

教えて！
最新情報

の
で
、す
ぐ
に
連
絡
が
取
れ
な
い

し
、連
絡
先
も
私
書
箱
程
度
し

か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、直

接
交
渉
が
困
難
な
こ
と

だ
ま
さ
れ
な
い
心
構
え　

　

今
回
の
事
例
以
外
に
も
、当
選

し
た
と
思
い
、手
数
料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
決
済
し
た
と
こ
ろ
、翌
月

に
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ク
レ
ス

が
届
き
、毎
月
会
費
が
口
座
か
ら
引

き
落
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

高
齢
者
で
、絶
対
に
高
額
賞
金
が

当
た
る
と
信
じ
て
、家
族
内
で
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
な
ど
の
事
例
報
告
が
あ

り
ま
す
。　

　

海
外
宝
く
じ
に
対
し
て
は
、

「
ヘ
ル
プ
」と「
サ
ポ
ー
ト
」　

　　

先
日
、菅
原
裕
子
著「
子
ど
も
の
心

の
コ
ー
チ
ン
グ
」（
二
見
書
房
刊
）と

い
う
本
を
読
ん
で
い
る
と
、大
変
興

味
深
い
文
章
に
出
会
い
ま
し
た
。こ

ん
な
文
章
で
し
た
。

「
飢
え
て
い
る
人
が
い
た
ら
、魚
を

釣
っ
て
あ
げ
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
魚

の
釣
り
方
を
教
え
ま
す
か
？
」

　

さ
て
、あ
な
た
な
ら
ど
ち
ら
を
選

び
ま
す
か
？
も
ち
ろ
ん
、相
手
の
状

況
や
年
齢
等
に
も
よ
る
の
で
し
ょ
う

が
、魚
を
釣
っ
て
あ
げ
る
こ
と（
で
き

な
い
人
の
た
め
に
そ
の
人
に
代
わ
っ

て
や
っ
て
あ
げ
る
）を『
ヘ
ル
プ
』と
、

釣
り
方
を
教
え
る
こ
と（
で
き
る
存

在
と
し
て
見
守
り
、必
要
な
と
き
に

は
手
を
貸
す
）を『
サ
ポ
ー
ト
』と
、そ

の
書
籍
の
中
で
は
表
現
し
て
い
ま

す
。

　

子
育
て
の
ス
タ
ー
ト
は
、も
ち
ろ

ん
ヘ
ル
プ
で
す
よ
ね
。何
も
で
き
な

い
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、私
た
ち
は

保
護
者
と
し
て
適
切
な『
ヘ
ル
プ
』

（
保
護
）を
心
が
け
ま
す
。た
だ
、日
々

成
長
し
て
い
く
中
で
、自
分
で
で
き

る
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
子

ど
も
た
ち
に
、私
た
ち
は
、い
つ
か

『
ヘ
ル
プ
』だ
け
で
は
な
く『
サ
ポ
ー

ト
』へ
と
、親
の
役
割
を
変
え
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。で
も
、そ
の

こ
と
は
、私
自
身
の
経
験
か
ら
も
、そ

ん
な
に
簡
単
に
い
く
も
の
で
は
な
い

の
か
な
と
も
思
い
ま
す
。ど
う
し
て

も
、自
分
の
価
値
観
や
夢
を
子
ど
も

に
押
し
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、す
ぐ

に
助
け
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

多
忙
な
毎
日
、早
く
確
実
に
用
件
を

済
ま
す
た
め
に
、自
分
で
て
き
ぱ
き

と
、子
ど
も
が
な
す
べ
き
こ
と
を
片

付
け
て
し
ま
っ
た
り
も
し
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
。

　

そ
う
言
え
ば
、子
ど
も
た
ち
へ
の

『
サ
ポ
ー
ト
』は
、コ
ー
チ
の
仕
事
と
よ

く
似
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り

ま
せ
ん
。選
手（
子
ど
も
）の
可
能
性

や
未
来
を
信
じ
、選
手（
子
ど
も
）自

ら
の
力
を
育
て
る
。そ
ん
な
コ
ー
チ

の
言
葉
を
、い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　

水
泳
の
北
島
康
介
さ
ん
の
コ
ー
チ

と
し
て
有
名
な
、平
井
伯
昌
さ
ん
は
、

「
レ
ー
ス
が
終
わ
っ
て
選
手
が
帰
っ

て
き
た
と
き
、ま
ず
は
自
分
が
言
い

た
い
こ
と
を
我
慢
す
る
の
が
コ
ー
チ

の
仕
事
で
す
」と
。

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
伊
籐
み

ど
り
さ
ん
や
浅
田
真
央
さ
ん
を
育
て

た
、山
田
満
智
子
さ
ん
は
、

「
の
ん
び
り
し
て
い
る
子
は
、な
ん
と

な
く
の
ん
び
り
し
て
い
る
魅
力
が
あ

る
し
、カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
し
て
い
る
子

は
、カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
し
て
い
る
魅
力

が
あ
る
。コ
ー
チ
と
は
、天
性
の
魅
力

を
引
き
出
す
こ
と
が
、最
大
の
仕
事

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
。

　

マ
ラ
ソ
ン
の
小
出
義
雄
監
督
は
、

褒
め
て
育
て
る
と
い
う
選
手
育
成
方

法
で
知
ら
れ
る
人
で
す
が
、

「
褒
め
方
も
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。い
い

こ
と
を
し
た
瞬
間
を
見
逃
さ
ず
に
褒

め
る
。だ
か
ら
観
察
が
必
要
、た
だ
可

愛
が
る
だ
け
で
は
ダ
メ
で
す
。そ
し

て
そ
の
子
に
夢
を
持
た
せ
る
褒
め
方

が
い
い
。と
に
か
く
、ど
ん
な
子
で
も

褒
め
る
と
こ
ろ
は
あ
る
」

と
、言
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
チ
は
、決
し
て
選
手
の
代
わ

り
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。そ
れ
は
、子
育
て
真
っ
最
中
の
私

た
ち
親
に
と
っ
て
も
、同
じ
こ
と
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

〔
人
権
施
策
課
〕

①
D
M
な
ど
の
誘
い
文
句
に
惑
わ

さ
れ
な
い
こ
と

②「
当
た
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
」

と
か
、「
費
用
は
少
額
だ
か
ら
」

と
、安
易
に
契
約
せ
ず
、絶
対
に

お
金
は
支
払
わ
な
い
こ
と

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
番
号
な
ど
の
個
人

情
報
は
知
ら
せ
な
い
こ
と

が
肝
心
で
す
。

　

も
し
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
を

し
て
し
ま
っ
た
た
め
、勝
手
に
引
き

落
と
し
が
続
い
た
場
合
は
、解
約
通

知
を
業
者
に
出
す
と
と
も
に
、カ
ー

ド
会
社
に
事
情
を
伝
え
て
、引
き
落

と
し
停
止
の
依
頼
を
し
ま
し
ょ
う
。
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　「
忙
し
い
人
ほ
ど
走
り
ま
し
ょ
う
！
」
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
著

者
は
言
う
。

新
し
い
ラ
ン
ニ

ン
グ
ラ
イ
フ

を
紹
介
し
て

い
る
本
で
す
。

金 

哲
彦 

著
／
講
談
社

『
金 

哲
彦
の
ス
マ
ー
ト
ラ
ン
ニ
ン
グ
』

タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
…

　

今
月
の
第
二
日
曜
日
、大
き
な
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
が
二
つ
あ
る
の
を
ご
存

知
で
す
か
？
ひ
と
つ
は「
ホ
ノ
ル
ル
マ

ラ
ソ
ン
」。も
う
ひ
と
つ
は
、こ
の
奈

良
で
行
わ
れ
る「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
」で

す
。そ
こ
で
、今
回
は「
走
る
」に
関

す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ご
飯
』

（
沼
口 

ゆ
き 

著
、谷
川 

真
理 

監
修

／
講
談
社
）

　

日
々
の
食
事
か
ら
、レ
ー
ス
展
開

を
よ
く
す
る
食
事
な
ど
、走
る
人
へ

の
料
理
ブ
ッ
ク
で
す
。ま
た
、谷
川
真

理
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
つ
き
で
、よ
り

わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

『
シ
テ
ィ・マ
ラ
ソ
ン
ズ
』

（
三
浦 

し
を
ん 

他 

著
／
文
藝
春
秋
）

　

Ｎ
Ｙ・
東
京・パ
リ
の
シ
テ
ィ・マ
ラ
ソ

ン
を
舞
台
に
、作
家
３
人
が
描
く
元

ア
ス
リ
ー
ト
の
物
語
３
篇
で
す
。

『
じ
ょ
う
ず
に
な
ろ
う 

は
し
る
こ
と
』

（
武
藤 
芳
照 

作
、八
田 

秀
雄 

作
、

加
古 
里
子 

絵
／
評
論
社
）

　
“
走
る
”こ
と
は
で
き
て
も「
上
手

に
」と
言
わ
れ
る
と
意
外
に
難
し

い
。走
る
こ
と
の
知
識
や
注
意
を
、

た
く
さ
ん
の
絵
と
と
も
に
教
え
て

く
れ
る
本
で
す
。

☆
特
別
貸
出
の
お
知
ら
せ
☆

　

12
月
26
日（
月
）
〜
平
成
24
年

1
月
5
日（
木
）ま
で
休
館
し
ま

す
。そ
の
た
め
、12
月
13
日（
火
）

〜
25
日（
日
）は
、一
人
7
冊
４
週
間

貸
出
と
な
り
ま
す
。

12月の新着図書12月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
韓
流
美
女
レ
シ
ピ
』　　
　
　

   

北
坂 

伸
子 

著
／
主
婦
の
友
社

『
三
浦
雄
一
郎
の「
歩
く
技
術
」

—

60
歳
か
ら
の
街
歩
き
・
山
歩
き

—

』

三
浦 

雄
一
郎 

著
、三
浦 

豪
太 

著
／
講
談
社

『
異
国
の
お
じ
さ
ん
を
伴
う
』　　

      

森 

絵
都 

著
／
文
藝
春
秋

『
さ
ん
す
う
サ
ウ
ル
ス
』　          

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
マ
ー
ケ
ル 

作
、

ダ
グ
・
ク
シ
ュ
マ
ン 

絵
、
は
い
じ
ま 

か
り 

訳
／
福
音
館
書
店

『
怪
盗
ク
イ
ー
ン
、
か
ぐ
や
姫
は
夢
を
見
る
』

は
や
み
ね 

か
お
る 

作
／
講
談
社

『
ら
く
だ
い
魔
女
と 

は
つ
こ
い
の
君
』　成田 

サ
ト
コ 

作
／
ポ
プ
ラ
社

◎おはなし会
かい

▽とき　12月10日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　なんさいの子
こ

どもでも、さんか
　　　　　できます

 ● 絵
え

本
ほん

　『ぼくのおべんとう・
　　　　　　　わたしのおべんとう』
 ● パネルシアター　『くりすますのおくりもの』

※「おはなし会
かい

」、「きらら」の合
ごうどう

同クリスマス
会
かい

のため、12月24日（土）の「きらら」はあり
ません。

※ほかにもたのしいおはなしや、てあそびが
あります。

※としょかんの2かいでかいさいします。

お
口
の
ケ
ア
で
さ
わ
や
か
生
活

　

最
近
、「
固
い
も
の
が
食
べ
に

く
く
な
っ
た
」と
か
、「
む
せ
や
す

い
」
と
い
う
こ
と
は
、あ
り
ま
せ

ん
か
？
こ
れ
は
、口
腔
機
能
の
低

下
が
原
因
で
す
。口
腔
機
能
と
は
、

「
食
べ
る
」「
飲
み
込
む
」「
話
す
」

「
表
情
を
つ
く
る
」と
い
っ
た
機
能

の
こ
と
で
す
。素
敵
な
笑
顔
、お
い

し
い
食
事
、楽
し
い
会
話
な
ど
、心

の
健
康
や
社
会
的
関
わ
り
を
つ
く

る
う
え
で
も
、大
切
な
機
能
で
す
。

　

ま
た
、身
体
の
健
康
に
も
大
き

く
影
響
し
ま
す
。口
の
中
の
汚
れ

で
、脳
卒
中・
脳
梗
塞・
心
臓
病
や

口
臭
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、誤ご

嚥え
ん

性

肺
炎
、糖
尿
病
の
原
因
の
ひ
と
つ

に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、食
べ
る
機
能
が
低
下
す

る
と
、認
知
症
や
表
情
が
乏
し
く

な
る
こ
と
、低
栄
養
状
態
な
ど
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。日
々
の
生

活
を
楽
し
く
送
る
た
め
に
も
、毎

日
の
お
口
の
ケ
ア
の
仕
方
や「
口

の
体
操
」で
、「
食
べ
物
を
か
む
力
」

「
食
べ
物
を
飲
み
込
む
力
」「
唾

液
の
分
泌
を
促
す
こ
と
」
等
を

鍛
え
る
こ
と
が
、大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。「
か
み
に
く
く
な
っ
た
」

「
飲
み
込
み
に
く
く
な
っ
た
」「
入

れ
歯
が
合
わ
な
い
」な
ど
の
お
口

の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
人
は
、早
め

に
歯
科
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、日
頃
か
ら
、

 

● 

正
し
い
歯
磨
き
習
慣

 

● 

唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

 

● 

か
む
た
め
の
力
を
つ
け
る
体
操

な
ど
に
よ
り
、病
気
を
防
ぎ
、ひ
い

て
は
認
知
症
や
寝
た
き
り
を
、防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
口
の
ケ
ア
を
テ
ー
マ
に
、『
介

護
予
防
教
室
』を
実
施
し
ま
す
。

 

● 

12
月
８
日（
木
）

　

午
後
２
時
〜
４
時　

　

菅
原
公
民
館

 

● 

12
月
15
日（
木
）　

　

午
後
２
時
〜
４
時　

　

葛
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〔
内
容
〕口
腔
ケ
ア
の
話
、家
庭
で

で
き
る
簡
単
な
体
操
、体
力
測
定

※
参
加
費
無
料
、申
込
不
要

〔
持
ち
物
〕持
っ
て
い
る
人
は
体
力

測
定
記
録
用
紙
、お
茶

※
市
が
委
託
し
て
い
る
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
ま
す
。

〔
地
域
包
括
支
援
課 

内
線
５
５
８
〕

　

11
月
号
の
記
事
の
中
で
、「
介
護

保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
て
、6
年

目
」と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、正
し

く
は「
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ

れ
て
、12
年
目
」で
す
。訂
正
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。


